
茶道教室

3名の茶道の先生をお招きして、茶道教室を
行いました。手を床に付けてお辞儀をしたり
菓子切り楊枝で、季節を表現した和菓子を食
べたりと、茶道の作法を丁寧に教えていただ
きました。茶道教室を経験したことのある生
徒は、畳に足を踏み入れると、自分から正座
になる姿がみられました。お抹茶も「おいし
い」と言って喜んでいました。いつもの学校
とは一味違う、静寂な雰囲気を、みんなで楽
しく過ごすことができました。

（森田高彰）

八丈分教室 宿泊防災訓練

10月25日（金）に、１年生を対象に宿泊防
災訓練を実施しました。救命講習や心肺蘇生
法、AEDの使い方を消防署の方に教わりまし
た。また、非常食訓練では、ガスや水道が使
えない時に、どのように調理するか実践的に
学習しました。今年度は八高の定時制と一緒
に、合同訓練を行いました。担架リレーや防
災クイズ、防災カードゲームに取り組み、災
害時に周りの人と協力し合う大切さを学ぶこ
とができました。

（山賀一穂）
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明るい 元気な 仲の良い コミュニケーションがとれている

校長 髙橋 馨

先日、世田谷区の障害者雇用促進協議会による、事業所を対象とした本校の見学会があり、約30
名の方々が生徒たちの学習の様子を見学しました。その会の中で、生徒たちの言葉を直接聞きたい
という要望に応える、生徒インタビューの場面がありました。代表の生徒４人が、あらかじめ用意
した作業や職業に関する質問に対し、所属する班・コースの仕事内容や、就労に向けて大切なこと
等を、それぞれ自分の言葉で発表してくれました。順調に進んで予定の内容を全て終えた後、時間
に余裕があったのと、より本校の生徒を理解いただきたいという思いから、その場で参加者からの
質問を受け付けることになりました。「どんな職場で働きたいですか？」という会場からの質問に
対し、生徒たちがその場で考えて答えたものが表題にある言葉です。明るい職場、元気な職場、仲
の良い職場、コミュニケーションがとれている職場。生徒たちの答えから、私だけでなく、会場に
居た参加者全員が、改めて人と人との『つながり』の大切さを考えさせられる場面となりました。
さて、本校の『つながり』はどのような状態にあるのでしょうか。それを計るヒントになるもの

として、保護者の皆様にも御協力いただきました、学校評価〔青鳥特別支援学校の満足度〕が考え
られます。そこで、現時点での速報値の結果を
グラフにしてみました。いかがでしょうか。

学校評価については、個別に寄せられた様々

な意見も合わせ課題を整理し、改善すべき点や
今後の取り組みについて、学校運営連絡協議会
（外部委員）の意見も伺いながら次年度の学校
経営に反映させてまいります。12月の保護者会
で集計結果の詳細について御伝えする予定です。
回答がまだの方は是非、右のQRコードから⇒⇒
御回答くださいますようお願いいたします。
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青鳥特別支援学校の満足度

(教職員)(保護者)

保護者、教職員、それぞれ

全体の人数を100とした時の

満足度の割合

満足度が高い

満足度が低い


